
 
 

 

 
 

 

１ 10 月 10 日に「一学期終業式」を行いました 
今年度前半の一学期終業式において、半年間を振り返ると、次のよう

な多方面での生徒の頑張りや成長が見られました。 

① 登校時刻が早く、朝読書が充実し「落ち着いた生活」になった。 
② 主体的に部活動に打ち込む生徒が増え、「活気ある学校」になった。 

③ 生徒会活動で「無言掃除」に取り組み、学校も精神も磨けている。 

④ 体育大会で、全生徒が一致団結して「猪突猛進」を実現できた。 
⑤ 中間・期末試験等に熱心に取り組み「学力向上」につながった。 

⑥ 中体連で、「日頃の練習の成果」を十分に発揮して頑張れた。 

⑦ 夏休みに「自律心」「自主性」を身に付ける努力で成長できた。 
⑧ 平和集会や平和学習で「平和を祈る」意思が高まった。 

⑨ 地域ボランティアで、「地域（故郷）を想う」意識が高まった。 

⑩ 職場体験学習で、「将来の進路を深く広く考える」ことができた。 
このような成長が見られる川中生です。これは、「自己目標を抱き、

実現に向けて一生懸命に努力する素直さや誠実さの表れ」です。この調

子で今年度後半も【「自己実現」に向けて多方面で活躍する】川中生で
あることを期待しています。 

熱い戦いを繰り広げた女子ワールドカップバレーの中田監督談を紹

介して、凡事徹底で常に磨き続けて成果を出す重要性を話しました。 
久光製薬っていうチームは、それまでも決勝に残ったりはしていたものの、最終
的に勝てていませんでした。それが何なのかっていうのがありましたけど、私か
らすればチャラチャラしているチームにしか見えなかったんです。だから私が最
初にしたことは、選手のマインドをリセットすることでした。最初に「どこを目
指すの、このチームは？」と選手たちに聞いたら、「優勝したい、日本一になりた
い」って言うんです。「だったら日本一になるための練習をしよう。じゃそのため
に何が必要か書くね」って、ばーって書き出したんです。それから片づけです。
すぐに選手を集合させると、「これではダメ、日本一にはなれない。すぐ片づけな
さい」と言って、各自の部屋から体育館の掃除まで当番をつくって全部一からや
り直させました。なぜそうしたかと言うと、周りの変化に気づけない人たちが、
自分たちのチームの問題に気づけるわけがないからなんです。「汚い」とか「汚れ
てる」って気づけない人に、チームの何が気づけるんですかって話です。日常生
活ってすごく大事で、いまはコートの中だけちゃんとやっていればそれでいいっ
ていう風潮がありますけど、答えは日常生活の中にある、と私は思うんです。 
（『致知』２０１８年４月号 特集「本気 本腰 本物」に掲載されたインタビュー記事を抜粋・編集） 
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－ 自立の精神に満ちた豊かな人間力の育成 － 



明日からのキッズウィークの４日間で、今年度の前半を振り返り、「努
力したこと」「成長したこと」「今後の目標」を自分自身で真剣に考える

ことが重要です。 

また、家庭での会話として「成長した事」「頑張れたこと」「将来のこ
と」「生き方」などを親子で話し合って下さい。新たな成長を実感した

り、人生の目標を深く考えたりして今後の更なる成長につながります。 

そして、自分自身の生活を振り返り、勉強する時だけ・試験の時だけ・
練習の時だけ・試合の時だけではなく、平凡と考えてしまいがちな日常

の生活全般において、「時間を意識する」「思いやりや心遣いなどの優し

さを持つ」「身の回りの整理整頓を行う」正しいことを判断して実行す
る」「先延ばしにすることなく、今、できることは率先して行う」など

を意識して生活することで、将来の夢や希望の実現に向けて一歩一歩着

実に成長する生き方に努めてほしいと思います。 
10 月 15 日の二学期始業式の日に、二学期の目標を胸に抱いて、生き

生きとした面持ちで登校してほしいと願っています。 

２ 11 月 14 日（木）に佐賀県教育委員会指定研究発表会を開催します 
今年度から取り組んでいる研究について、公開授業を含めた研究発表

会を開催します。2021 年度から全面実施の新学習指導要領で求められて

いる「主体的・対話的で深い学び」は、今からの時代を豊かに生きる基
盤となるものであり、小・中学校教育での授業改善の視点です。 

本校では、「学ぶ楽しさを味わい、思考力が高まる生徒の育成」を研

究テーマに設定して、日々の授業や学校教育全般で研究に取り組んでい
ます。当日はその研究内容の中間発表を行うことで、半年間の取組をま

とめ、今後の研究を深めることを目的としています。保護者や地域の

方々にも研究内容や生徒の様子を見ていただけたら幸いです。公私とも
にご多忙とは存じますが時間の許される方は是非参観ください。当日の

スケジュール等は、13：25 から授業の視点の説明、13:40 から公開授業

（数学）、その後全体会（研究協議等）です。詳細な内容は、本校のＨ
Ｐ（下記アドレス）に掲載しています。 

３ 令和元年度市内小中学校児童生徒「人権標語コンクール」で入賞 

【特選】一ノ瀬陽斗（２年）「気をつけて 一言だけど もどらない」 
【入選】久島 雅（３年）「ありがとう その一言で 花が咲く」 

野田涼月（３年）「気付いても 助けてあげなきゃ 意味ないよ」 

山口颯斗（２年）「言う言葉 ひとつひとつに 責任を」 
福田蒼空（１年）「悪口は 人の心に 残ったまま」 

※ 学校通信は川登中学校ＨＰにおいてカラーで見ることができます 

（新）川登中学校ＨＰ・・・https://www.education.saga.jp/hp/kawanobori-j/  


